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NO 小学校名 時間 メイン サブ 担任名 学級数 児童数 学校住所 電話 FAX
９：４０～ １組 三好 野田 はまうず 29
10：40～ 2組 三好 堂薗 園田 29
11：35～ 3組 三好 野田 赤崎 29
８：４５～ 1組 野田 三好 酒匂 32
９：４０～ 2組 三好 野田 安満 32
10：40～ 3組 野田 三好 上山崎 32
11：35～ 4組 三好 野田 森園 32
10：45～ 1組 三好 堂薗 稲田 33
11：40～ 2組 野田 堂薗 折田 33
9：45～ 3組 堂薗 三好 前田 33

4 羽月小 11/7 （金） １０：４５～ １組 堂薗 野田 もとやまさとし 1 27 伊佐市大口下殿５３１ 0995‐22‐0271 22-0983
5 羽月西小 11/11 （火） ９：３５～ ５・６年生 堂薗 野田 高風 1 3 伊佐市大口田代２７７－１ 0995‐28-2002 28-2052
6 曽木小 11/28 （金） 10：45～ １組 福田 野田 下別府 1 10 伊佐市大口曽木１７５３ 0995-25-1152 25-1162
7 本城小 12/12 （金） 9：40～ １組 石窪 野田 前田ちえ 1 18 伊佐市菱刈南浦３４４９ 0995-26-0054

8 田中小 11/26 （水） 5年生のみ １組 髙橋 堂薗 上片平 1 20 伊佐市菱刈田中１０１１ 0995-26-0029 26-5018
10：35～ 5年 園田 野田 森川 18
11：30～ 6年 園田 野田 坂上 8

10 蓬原小 11/5 （水） １１：４０～ 1組 三好 野田 こだま 1 13 志布志市有明町蓬原815番地 475-0102 475-0236
10：45～ １組 三好 野田 高木 34
11：45～ 2組 三好 野田 今村 32

12 伊敷台中
10／14
・15

（水・木） ９：５０～ ３年 野田 三好 中島、渡辺、山崎 5 196 伊敷台１－３－１ 228-8114 228-8412

13 要小 12/15 （月） 11：30～ 2組 三好　 なし 松並 2 47 豊島区要町2-3-20 03-3956-8151 03-3959-9602

14 大口東小 1/14 （水） 14：25～ 1組 松﨑 野田 香川ゆみこ 1 15 伊佐市大口目丸１２８６－２ 0995‐22‐0263 22‐0251
11：30～ 1組 石窪 三好 みつお 37
９：３５～ 2組 石窪 三好 はまだ 38
10：35～ 3組 三好 石窪 大久保 37
10：35～ 1組 髙橋 堂薗 原口 30
11：30～ 2組 髙橋 堂薗 松﨑 29

17 一倉小 1/27 （火） 13：55～ ５・６年生 三好 堂薗 後藤 1 8 喜入一倉町５３３５ 345-0451 345-0459

1組 三好 下川 39

2組 野田 西口 38
3組 園田 福田 39

９：５０～ 1組 福田 堂薗 山田 26

10：50～ 2組 堂薗 福田 伊藤 26

実施日

南小 10/29 （水） 3 東郡元町１３－２２ 253‐5389

吉野東小 11/4 （火） 4 吉野町５９６８－１ 244-3881 244‐3882

伊敷台小 11/19 （水） 3 伊敷台４丁目２０－１

253-5304

湯之尾小 12/9 （火） 2 伊佐市菱刈川北２４６３ 0995-26-0114

（水） 2 伊佐市菱刈前目２６９７ 0995-26-0047

229-0181 229-0881

26-5019

26-5025

西陵小 1/21 （水） 3 西陵１－１１－１ 281-4600 281-4601

菱刈中 9/24

薩摩川内市
隈之城町１３９２－１

23－2604 22－0581

中洲小 1/23 （金） 2 上之園町２８－１ 253-9181

（火） 2 石谷町１３６０ 278-1008石谷小 2/3

253-9182

隈之城小 1/30 （金） １４：１５～ 3

278-4597
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1組 野田 松﨑 有村ひとし 29
2組 松﨑 野田 栄留ゆか 28

13：55～ 2年2組 野田 鵜木志織 35
13：55～ 2年5組 堂薗 古屋敷章 34
13：55～ 3年2組 三好 竹之内真奈美 37
14：10～ 1組 野田 篠原浩司 37
14：10～ 2組 三好 永江のぞみ 36
14：10～ 3組 堂薗 坂元さり 37
15：10～ 4組 野田 斎藤よう貴 37
15：10～ 5組 三好 増田千星 37
15：10～ 6組 堂薗 古牧伸朗 36
９：５０～ 1組 三好 野田 生田 31
10：50～ 2組 野田 三好 石井 30
11：45～ 3組 三好 野田 長倉 29
８：４５～ 1組 野田 三好 仲村 38
10：40～ 2組 野田 野田 荻 38
9：40～ 3組 福田 福田 今井 39
11：35～ 4組 三好 野田 鮫島 38
10：40～ １組 野田 三好 岡留 40
11：35～ 2組 三好 野田 外 40

64 1808

0995‐22‐0349 22‐6244

3

伊敷中
2/13（金）
14：10～
15：10～

6

大口小 2/4 （水） 2 伊佐市大口里１８５９

下伊敷１丁目１１－１ 226‐0522 226‐0523

川上小 2/16 （月） 3 099-243-0576 099-243-7705

0996-53-1861

福平小 2/25 （水） 4 平川町８１９－３ 261-6624 099-261-6671

盈進小 2/24 （火） 2 薩摩町宮之城屋地1546-3 0996-53-158825

24

川内南中 2/6 （金）

20

21

22

23

薩摩川内市平佐町９８５ 0996-23-4602 0996-25-0582

川上町３２２番地

• 対象→小学校高学年（５・６年生) 中学校（１年～３年）を対象

【鹿児島市】 ：南、西陵・伊敷台・吉野東・大龍・中洲・石谷・福平・皇徳寺・

瀬々串・喜入・小山田・一倉・川上小

伊敷台・伊敷中 １４小学校／２中学校

【薩摩川内市】 ：隈之城・永利・盈進小／川内南中 ３小学校／１中学校

【伊佐市】 ：羽月・羽月西・曽木・本城・田中・湯之尾・大口東・大口小

菱刈中 ８小学校／１中学校

【志布志市】 ：蓬原小 １小学校

【鹿屋市】 ：寿小 １小学校

【東京都豊島区】：要小学校 １小学校

小学校２８校、中学校４校 合計３，４３３名 2010年度～2014年度



■アンケート名： 

児童・生徒を対象にした「いのちの授業」実施によるがんに対する意識調査 

 

■アンケート実施の目的： 

「いのちの授業」を実施することで、対象の学童にどのような変化があるのかを調べるこ

とを目的とした。 

 

■アンケート実施日程： 

平成 26 年 4 月～平成 27 年 3 月 

 

■実施校： 

別紙の「平成 26 年度いのちの授業実施校一覧」を参照 

(伊敷中学校はアンケート形式が違うため除く) 

 

■実施人数： 

1,588 名（対象：小学生 1,220 名 中学生 368 名） 

 

■実施方法： 

担任教諭より教室にて無記名・記述式にて実施。事前アンケートは冊子でがんの知識を学

ぶ前に実施。事後アンケートは、授業実施から１週間後に実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■あなたはがんをこわいと思いますか 

 授業をする前には、がんを「こわいと思う」と答えていた学童が８１％いたが、授業後には 

５８％に減った。前もってもっていた「がん＝死、治らない」というイメージが、比較的元気な 

がん患者の訪問により、イメージが変化したものと考える。 

■がんはなおると思いますか？ 

 授業をする前には、「早くみつければ治る」は５２％であったが、授業後は６２％に割合が 

あがった。授業の中で「がん検診」について触れることが多かったこと、早期発見の体験を 

聞いたことも影響していると思われる。 



 

 

 

 

 

 

 

■がんをこわいと思ったことがある場合、なぜこわいと思うのですか？ 

 授業をする前には「治る確率が低いと思う」という割合は２５％だったが、授業後は２０％と 

変化が見られる。前述にもあるように、がん患者が元気に暮らし働いているという話を聞いて 

イメージが変化したものと思われる。「家族に負担がかかる」という割合が増えているのは、 

メッセージとして「家族のサポートを受けて前向きになれた」という話を入れていたからだと 

思われる。 

 



 

 

 

 

 

 

■あなたは、将来がんにかかると思いますか？ 

 「そう思う」の割合が５％から８％にあがり、「ややそう思う」が１３％から１７％へと変化が 

見られた。少しの割合ではあるが、「がん」という病を自分のこととしても考えてくれたことが 

見受けられる。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■がんのことについて、話をしたことがありますか？ 

 授業の前に「がんのことを話したことがある」は２３％と低い割合であり、家庭であまり「がん」 

のことを話す機会はないことが伺える。話した内容については「身近ながんの人の話」や「テレ 

ビをみていて」という回答が多くみられた。 

 授業のなかで「誰かに今日の話を伝えるお願い」をしていることもあり、授業後は６８％の学 

童が家庭で「がん」のこと、「いのち」のことについて話をしてくれている。親に「たばこを止めて」 

や「がん検診」を受けてという話もしており、親への啓発にもつながったとみられる。 

 

■がんの原因になると思うものをすべて選んでください（複数回答可） 

 授業前から「たばこ」や「お酒」「ストレス」などについてはよく理解されているが、「野菜・果物 

不足」などについては学んでいないようだ。こういった原因については、担任から冊子を使用し、

教えてもらっているが、あまり時間を取れなかったこともあり、知識がぐんと向上したという結果 

にはならなかったようだ。 

 



 

 



 

 

■その中で、がんの原因として最も影響が強いと思うものを１つ選んで選んでください 

 授業前から「たばこ」の害が「がん」の原因として影響が強いことは知識としてもっている。 

授業の中で「最初の１本を吸わないで」という話もすることから、割合が５３％から６２％に 

あがる変化につながっている。 

 

  



感想文抜粋（小学校） 

【がんの知識のこと】 

・この授業でがんのイメージがとても変わりました。がんは発症すると治らないと思ってい

たけれどがんは治ると聞いてとてもびっくりしました。がんになるのはお年寄りだけでな

く若い人、子どもでもなることにびっくりしました。 

・がんという病気の恐ろしさや命の大切さ、もしがんになったときの向き合い方を学ぶこと

ができました。 

・がんになって抗がん剤治療をして、髪の毛が抜けている人がいてもかわいそうとは思わ

ず頑張ってと思いたいと思います。 

・今までのがんのイメージはずっと入院するのかと思っていたけど治療しながら普通の生

活ができるんだなと思いました。 

・がんのことを知ってがんはこわいと思いました。お酒を飲まなくてもたばこを吸わなく

てもがんになることを知ったからです。 

・「いのちの授業」を聞いてがんはいつなるか分からなくて身近にあるものなんだなと思

いました。がんは早期発見が大事なんだと思いました。 

・がん患者さんはもっと暗い人のようなイメージがあったけど、前向きに目標を持って生

きているんだなと思いました。 

【いのちのこと】 

・決して希望を捨てずに病気と闘う人がいることを知った。どんなことにも決して希望を

捨てないであきらめない心を持って生きたい。 

・上水流さんの「普通に暮らせることが一番の幸せ」というところがとても心に残りまし

た。ぼくたちは普段「普通」という言葉を使っているけれど、どれだけその普通ががん患

者さや他の患者さんにとって幸せかとても実感しました。 

・今日は命のバトンをもらいました。これからは命を無駄にしないように一生懸命頑張っ

ていきたいと思います。 

・この授業がある前は平気で「死ね」と使ったりしていました。ですがこの授業でこのよ

うな言葉は本当に相手を殺すかもしれない。だからこのような言葉は二度と使ってはいけ

ないと思ったから人を追い詰めるような言葉は一生使わないようにしたいです。 

・「死」という言葉を軽く考えていた自分に気付くことができました。命はもっと尊いもの

であることをしっかり心に留めておきたいと思います。 

・今日の授業で改めて「命」の大切さについて考えられたし、感じられました。生きたく

ても生きられない人、普通にしていることができない人がたくさんいることを忘れずにこ

れからは一つ一つを大切にして生きたいです。 

・上水流さんの手紙の中には、「生きているだけで金メダル」という言葉があります。ぼ

くはどんなに苦しくてもあきらめなかった上水流さんみたいにぼくもあきらめない気持ち

を持ちたいです。 



感想文抜粋（中学校） 

【がんの知識のこと】 

・この授業を受ける前は「がん」治療しても治らないとてもこわい病気だと思っていまし

た。今でもこわいという気持ちは変わりません。でも早く見つければ治るという「希望」

があることを知りました。 

・がんは髪の毛も抜けるし、苦しいなど何一ついいことはないと思っていたけど今日の話

を聞いて学べることも多いんだなと思いました。 

・ＴＶや本で見たり聞いたりするよりも実際にがんになられた患者さんの話を聞いた方が

わかりやすかったし、本当はどのように思っていたかなど絶対にＴＶや本では見れない聞

けないようなことがたくさんわかりました。 

・がんは一回かかるとずっと付き合っていかないといけないということを知りました。が

んは身近な病気であるということを理解し日頃の生活習慣を見直すことが大切だと思いま

す。 

【いのちのこと】 

・今まで悲しいニュースを見ても何も思わなかったけれど命の大切さがわかって悲しいニ

ュースを見るとなんでこんなことをしたんだ命がもったいないと思いました。これからは

命を大切にしたいと思います。 

・今まで私の中でいのちっていうものは「目に見えなくて死ぬときは一瞬でパッと消えち

ゃうもの」と軽く考えていました。分かるまで「いのち」っていうものを深く考えてみよ

うと思います。 

・私は「いのちの授業」で命は大切にしないといけないなと思いました。私も死にたいと

思ったことがあります。でも生きたくても生きられない人がいて、もし自分がそんなとき

に自殺とか聞いたら命がもったいないと思うなと思いました。 

・もしも死にたい、生きたくないと「生」ではなく「死」を考えたときは三好さんが教え

てくれた通り誰かに助けを求めます。 

・私は、この「いのちの授業」をうけて学んだことが３つあります。一つ目は「命を大切

にする」、二つ目は「周りの支えてくれる人たちを大切にする」三つ目は「自分を大切に

する」です。 

・私は「命のバトン」をパスされました。だからどんなにつらいことも悲しいことも乗り

越えていこうと思います。 

・友達に「死ね」と言うことが時々あるので「死ね」という言葉を使うのではなく友達を

大切にしていきたいと思いました。 

・「あなたはあなたのままでいい。生きているだけで金メダル」この言葉は私の中ですご

くあたたかい気持ちになれる言葉でした。 

・どんなときでも絶対に一人ではありません。必ず味方がいます。だから決して自分一人

とは思いこまないことが心の支えになると思います。 
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